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令和6年

3月定例会
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■主な内容
◆審議された議案等…………２〜5
◆市政に関する質問の要旨…6〜13
◆常任・特別委員会のうごき……14〜15
◆令和5年度子ども議会……裏表紙

 能登半島地震は、元日に大きな被害を
もたらし、全国に衝撃を与えました。３
月定例会では、防災・減災への取り組み
や避難所運営に関する質問が多く見受け
られました。令和元年東日本台風の教訓
に加え、さらに安全で安心な長野市へ向
けて考えを新たにした定例会でした。
 ３月22日には、令和5年度長野市子ど
も議会が開催され、小学生から高校生ま
で13組18名が参加し、暮らしやすく元気
な長野市にするための鋭い質問が多く出
されました。子どもたちが自分の想いや
疑問を市に投げかけ、リーダーシップや
議論の技術などを身につけるためのよい
機会であったと思います。
 議会としても、子どもたちの視点や意
見を通じ、本市の課題について新たな気
づきを得ることができました。

暮らしやすく元気な
長野市にするために
～長野市子ども議会が開催されました～

３月22日に開催された「長野市子ども議会」には、市内の小・中学生、高校生の代表18名が参加し、市の課題や将来について、質問や提案を行った３月22日に開催された「長野市子ども議会」には、市内の小・中学生、高校生の代表18名が参加し、市の課題や将来について、質問や提案を行った

AC長野パルセイロ
５月のホームゲーム
（長野Uスタジアム）

トップチーム：FC岐阜戦5/3㈮16時、ツエーゲン金沢戦5/18㈯14時
レディース：�日テレ・東京ヴェルディベレーザ戦5/6㈪15時、セレッソ大阪ヤンマーレディース戦5/12㈰13時、
　　　　　　ノジマステラ神奈川相模原戦5/25㈯14時
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2月21日

3月19日

市
議
会
定
例
会
会期

月
3
月
3

一般会計予算額は1,650億3,000万円

一
般
会
計
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
概
要

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
一
千
六

百
五
十
億
三
千
万
円
で
、
前
年
度
比
三
十

九
億
三
千
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
で
は
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
向
け
た
取
り
組
み
、
地

域
経
済
・
農
業
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、
移
住
・
定
住
の
促
進
な
ど

に
予
算
を
重
点
配
分
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
や
雨
水
調
整
池

の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
小
・
中
学
校
や

体
育
施
設
等
の
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
対

策
、
障
害
者
等
の
介
護
給
付
費
・
訓
練
等

給
付
費
、
児
童
手
当
、
福
祉
医
療
費
な
ど

の
社
会
保
障
関
係
経
費
に
も
、
予
算
配
分

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
市
議
会
定
例
会
が
２
月
21
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
二
十
八
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
令
和
6
年
度
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
、
各
企
業
会
計
の
予
算
案
、
令
和
5
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た

（
４
～
５
頁
参
照
）。
こ
こ
で
は
一
般
会
計
予
算
等
議
案
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

令和6年度予算を可決令和6年度予算を可決

　
向
け
た
取
り
組
み

【
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
】

◦�

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮
称
）
の

試
行

　

保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
子
育
て
家

庭
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
就
労
要

件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
で
利
用
で
き
る
国

の
新
た
な
通
園
制
度
を
試
行
的
に
実
施
し
、

制
度
の
本
格
実
施
に
向
け
た
準
備
を
行
い

ま
す
。�
（
三
、一
六
〇
万
二
千
円
）

◦�

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｄ
（
サ
サ
ラ
ン
ド
）」
の
開
所

　

不
登
校
児
童
・
生
徒
を
支
援
す
る
た
め

の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
間
教
室
）
を
、

利
用
児
童
・
生
徒
の
増
加
や
年
代
層
の
多

様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月

に
開
所
し
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
を
支

援
し
ま
す
。�

（
一
億
二
、〇
〇
六
万
四
千
円
）

◦
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
推
進

　

こ
れ
ま
で
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
事
業

を
実
施
し
て
き
た
七
十
九
施
設
の
管
理
運

営
を
、
本
年
度
か
ら
な
が
の
こ
ど
も
財
団

へ
移
行
し
、
市
が
積
極
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
き
る
運
営
体
制
を
構
築
し
、
事
業
の

一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
子
育
て
と

就
労
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。

�

（
一
四
億
七
、一
七
九
万
六
千
円
）

◦�

な
が
の
こ
ど
も
館
「
な
が
ノ
ビ
！
」
の

整
備

　

幼
児
か
ら
小
学
生
の
成
長
過
程
に
必
要

な
動
き
や
経
験
を
親
子
一
緒
に
体
験
で
き

る
市
内
で
唯
一
の
屋
内
遊
戯
施
設
の
開
館

に
向
け
、
館
内
備
品
の
調
達
な
ど
を
行
い

ま
す
。�

（
二
、六
五
〇
万
九
千
円
）

【
子
ど
も
の
夢
を
育
て
る
】

◦�
ナ
ガ
ノ
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）

　

家
庭
で
も
学
校
で
も
な
い
場
所
で
、
教

育
課
程
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
子
ど
も
た
ち

の
科
学
に
関
す
る
興
味
関
心
に
基
づ
い
た

探
究
学
習
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

�

（
一
、二
二
〇
万
五
千
円
）

【
子
育
て
負
担
の
軽
減
】

◦�

学
校
給
食
提
供
安
定
化
（
学
校
給
食
食

材
費
公
費
負
担
）

　

学
校
給
食
食
材
費
の
物
価
高
騰
分
を
公

費
負
担
す
る
こ
と
で
、
物
価
高
に
直
面
す

る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
質
・
量

を
保
っ
た
学
校
給
食
を
安
定
的
に
提
供
し

ま
す
。�

（
一
億
四
、〇
七
三
万
五
千
円
）

◆�

地
域
経
済
の
成
長
・
未
来
に
つ
な
げ

る
新
た
な
産
業
の
創
出

【
人
材
の
育
成
・
確
保
、
生
産
性
の
向
上
】

◦�

市
内
企
業
デ
ジ
タ
ル
活
用
総
合
支
援
パ

ッ
ケ
ー
ジ

　

人
口
減
少
な
ど
の
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
推
進

に
よ
る
生
産
性
向
上
を
促
す
た
め
、
高
等

教
育
機
関
、
金
融
機
関
、
商
工
団
体
等
と

連
携
し
、
専
門
人
材
の
育
成
支
援
及
び
企

業
へ
の
Ｄ
Ｘ
推
進
支
援
と
、
資
金
的
支
援

を
総
合
的
に
行
い
ま
す
。

�

（
六
、八
八
〇
万
五
千
円
）

【
地
域
資
源
の
活
用
・
中
心
市
街
地
の
活

力
の
創
造
】

◦�

地
域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入

 

バ
ス
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
」
の
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図

2

主
な
事
業

主
な
事
業

◆�

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

ながのこども館「ながノビ！」の未就学児向けの
フロア「森のたんけんひろば」
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※項目ごとの端数処理のため、構成比合計が100％にならない場合があります。

59,660
(36.1）

市税

民生費

総務費

公債費

教育費

商工
観光費

土木費

衛生
環境費

25,171
(15.3）

市債

譲与税・
交付金

地方
交付税

10,685
(6.5）

8.246
(5.0）

県支出金

2,572(1.6） 使用料及び
手数料
繰入金4,301(2.6）

3,355
(2.0）その他

15,115(9.1）

22,271(13.5）

国庫
支出金

諸収入

13,654(8.3）

1,346
(0.8）

62,499
(37.9）

18,797(11.4）
19,293
(11.7）

11,910(7.2）

15,906(9.6）

17,398(10.5）

9,480(5.8）

5,805(3.5）

2,344(1.4）

消防費

農林業費

災害復旧費252(0.2） その他

歳入合計
165,030

歳出合計
165,030

単位は百万円、（　）内は％

令和6年度一般会計当初予算

て
の
認
知
を
広
め
る
と
と
も
に
、
大
都
市

圏
で
の
「
物
産
展
」
開
催
に
よ
り
販
路
及

び
消
費
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

�

（
二
、七
〇
四
万
三
千
円
）

◦�

ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
振
興

　

り
ん
ご
や
桃
な
ど
の
果
樹
栽
培
と
並
ん

で
、
新
た
な
果
樹
品
目
の
選
択
肢
と
し
て
、

気
候
特
性
に
適
し
た
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
の

振
興
の
た
め
、
試
験
栽
培
や
苗
木
の
補
助

を
行
い
ま
す
。�

（
一
、五
二
二
万
円
）

◆�

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

◦
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
合
宿
誘
致

　

本
市
の
も
つ
地
域
特
性
・
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
、
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

の
誘
致
に
よ
り
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
た
め
の
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

る
経
費
に
対
す
る
補
助
金
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。�

（
一
億
五
、五
〇
〇
万
円
）

住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

　

物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
負
担
軽
減
の
た

め
、
住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
等
へ
の

給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
経
費
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。�（
一
二
億
二
、一
八
二
万
九
千
円
）

子
ど
も
の
体
験
・
学
び
応
援
事
業

　

子
ど
も
が
体
験
・
学
び
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
参
加
費
用
に
充

て
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
要
す
る
経
費

が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
九
億
二
、三
九
九
万
五
千
円
）

る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
機

能
を
も
っ
た
「
地
域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
」

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

�

（
二
億
三
、七
三
七
万
七
千
円
）

【
新
産
業
の
創
出
】

◦�
衛
星
デ
ー
タ
の
活
用

　

行
政
で
の
衛
星
デ
ー
タ
活
用
を
起
点
に
、

宇
宙
利
用
産
業
の
成
長
を
取
り
込
み
、
未

来
の
産
業
基
盤
強
化
と
新
産
業
創
出
に
つ

な
げ
ま
す
。�
（
二
、九
一
五
万
五
千
円
）

◆�

百
年
後
を
見
据
え
た
農
業
へ
の
挑
戦

◦�

売
れ
る
農
業
の
推
進

　

季
節
ご
と
に
様
々
な
果
樹
を
生
産
で
き

る
特
性
を
活
か
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や

市
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
、

情
報
発
信
に
よ
り
優
良
な
果
樹
産
地
と
し

　

2
月
市
議
会
臨
時
会
が
2
月
1
日
の
一
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
令
和
5
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
（
４
頁
参
照
）。 2月1日

開 催

市
議
会
臨
時
会

月
2
月
2

　

２
月
臨
時
会
で
決
定
し
た
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
二
十

三
億
七
千
七
百
八
十
二
万
四
千
円
を
追
加

し
、
一
般
会
計
予
算
総
額
は
一
千
七
百
三

十
九
億
四
千
六
百
十
五
万
四
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容

補
正
予
算
の
内
容

バ
ス
運
転
手
確
保
緊
急
支
援
事
業

及
び
運
送
業
効
率
化
等
支
援
事
業

　

市
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
事
業
者
が

行
う
運
転
手
確
保
に
係
る
取
り
組
み
に
要

す
る
経
費
、
ま
た
、
道
路
貨
物
運
送
事
業

者
及
び
道
路
旅
客
運
送
事
業
者
が
行
う
、

運
転
手
確
保
に
係
る
取
り
組
み
等
に
要
す

�

（
一
、七
六
〇
万
円
）

◆�
移
住
・
定
住
の
促
進

◦
各
種
移
住
支
援

　

東
京
圏
や
大
都
市
圏
か
ら
移
住
し
、
テ

レ
ワ
ー
ク
、
就
業
ま
た
は
起
業
し
た
者
へ

の
支
援
や
県
外
か
ら
移
住
す
る
若
者
や
子

育
て
世
帯
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
に
対
す
る
家

賃
支
援
な
ど
を
行
い
、
移
住
・
定
住
に
つ

な
げ
ま
す
。�

（
一
億
六
、〇
四
四
万
円
）

◦
若
者
奨
学
金
返
還
支
援

　

若
者
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
及
び
定

着
を
図
り
、
本
市
産
業
の
担
い
手
と
な
る

令和５年11月、東京都豊島区で長野市の農産物等を
紹介したイベント「まるごと長野市」
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➡5頁に続く

人
材
の
確
保
を
図
る
た
め
、
市
内
の
企
業

に
就
職
し
た
場
合
に
奨
学
金
の
返
還
を
支

援
し
ま
す
。�

（
三
五
〇
万
四
千
円
）

◆�

喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応

【
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
】

◦�

住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

　

建
築
物
倒
壊
等
の
被
害
か
ら
市
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
、
耐
震

改
修
補
助
金
及
び
耐
震
診
断
補
助
金
の
補

助
上
限
額
を
拡
大
し
、
旧
耐
震
基
準
に
よ

り
建
築
さ
れ
た
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進

し
ま
す
。�

（
一
億
三
、五
三
四
万
二
千
円
）

◦�

雨
水
調
整
池
整
備
（
四
施
設
）

　

大
雨
の
際
に
雨
水
を
一
時
的
に
た
め
て

河
川
等
へ
の
流
出
を
抑
制
す
る
雨
水
調
整

池
の
整
備
を
行
い
、
流
域
に
お
け
る
雨
水

調
節
機
能
を
確
保
し
ま
す
。

�

（
八
億
九
、八
六
三
万
円
）

【
東
日
本
台
風
災
害
復
興
関
連
】

◦�（
仮
称
）
豊
野
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
整

備
　

公
民
館
機
能
と
防
災
機
能
を
備
え
た
施

設
（
仮
称
）
豊
野
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
及

び
水
防
倉
庫
を
整
備
し
ま
す
。

�

（
四
億
六
、六
六
二
万
九
千
円
）

◦�
長
沼
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

整
備

　

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
上
に
長
沼
支

所
、
交
流
セ
ン
タ
ー
、
消
防
団
詰
所
を
含

む
複
合
施
設
等
を
整
備
し
ま
す
。

�

（
四
億
三
、〇
三
五
万
三
千
円
）

◆�

公
共
施
設
長
寿
命
化
の
推
進

◦�

公
共
施
設
長
寿
命
化
（
四
十
六
施
設
）

　

小
・
中
学
校
や
市
営
住
宅
、
体
育
施
設

な
ど
四
十
六
施
設
に
対
し
、
長
寿
命
化
対

策
を
行
い
ま
す
。

�

（
六
六
億
九
、〇
二
一
万
六
千
円
）

主
な
議
案
の
内
容

主
な
議
案
の
内
容

長
野
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

商
工
観
光
部
、
新
産
業
創
造
推
進
局
及

び
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
を
再
編
し
、
経

済
産
業
振
興
部
、
観
光
文
化
部
及
び
ス
ポ

ー
ツ
部
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
に
伴
い
、

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
同
意

　

教
育
長
に
丸
山
陽
一
氏
（
再
任
・
大
豆

島
）
を
任
命
す
る
こ
と
、
監
査
委
員
に
下

平
嗣
氏
（
新
任
・
吉
田
三
丁
目
）
を
選
任

す
る
こ
と
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
猪
飼
健
一
氏
（
再
任
・
三
輪
九
丁

目
）、
若
月
一
敏
氏
（
再
任
・
大
門
町
）

を
選
任
す
る
こ
と
、
人
権
擁
護
委
員
に
水

島
俊
明
氏
（
再
任
・
三
輪
四
丁
目
）、
寺

田
裕
子
氏
（
再
任
・
浅
川
西
条
）、
峯
村

均
氏
（
新
任
・
豊
野
町
豊
野
）
を
推
薦
す

る
こ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
ま
し
た
。

2月臨時会　審議結果一覧
※○＝賛成 ×＝反対 欠＝欠席

※議案名等の「長野市」「～について」等は一部省略して表記しています。

件　　　　　名
会派別賛否

議決
の
状況

新
友
会

共
産
党

公
明
党

改
革
ネ
ッ
ト

次
世
代
長
野

無
所
属
Ａ

無
所
属
Ｂ

無
所
属
Ｃ

無
所
属
Ｄ

報告
（1件）

第1号　専決処分の報告（道路管理上の事
故による損害賠償額） 報告月日　２月1日

件　　　　　名
会派別賛否

議決
の
状況

新
友
会

共
産
党

公
明
党

改
革
ネ
ッ
ト

次
世
代
長
野

無
所
属
Ａ

無
所
属
Ｂ

無
所
属
Ｃ

無
所
属
Ｄ

議案
（1件）第1号　令和5年度一般会計補正予算 ○×○○○○○×○可決

市長提出議案等（２件） 市長提出議案等

3月定例会　審議結果一覧
※○＝賛成 ×＝反対 欠＝欠席

※議案名等の「長野市」「～について」等は一部省略して表記しています。

件　　　　　名

会派別賛否
議決
の
状況

新
友
会

共
産
党

公
明
党

改
革
ネ
ッ
ト

次
世
代
長
野

無
所
属
Ａ

無
所
属
Ｂ

無
所
属
Ｃ

無
所
属
Ｄ

市
長
提
出
議
案
等

議　

案

第15号　令和６年度戸隠観光施設事業会計
予算 ○○○○○○○○○可決

第16号　令和６年度松代財産区特別会計予
算 ○○○○○○○○○可決

第17号　令和６年度豊栄財産区特別会計予
算 ○○○○○○○○○可決

第18号　令和６年度西寺尾本郷財産区特別
会計予算 ○○○○○○○○○可決

第19号　令和６年度今井財産区特別会計予
算 ○○○○○○○○○可決

第20号　令和６年度信級財産区特別会計予
算 ○○○○○○○○○可決

第21号　令和６年度日原財産区特別会計予
算 ○○○○○○○○○可決

第22号　令和5年度一般会計補正予算 ○○○○○○○×○可決

第23号　令和5年度国民健康保険特別会計
補正予算 ○○○○○○○○○可決

第24号　部設置条例の一部を改正する条例 ○×○○○○○×○可決

第25号　個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部を改正する条例 ○×○○○○○×○可決

件　　　　　名

会派別賛否
議決
の
状況

新
友
会

共
産
党

公
明
党

改
革
ネ
ッ
ト

次
世
代
長
野

無
所
属
Ａ

無
所
属
Ｂ

無
所
属
Ｃ

無
所
属
Ｄ

市
長
提
出
議
案
等
（
70
件
）

議　

案
（
62
件
）

第２号　令和６年度一般会計予算 ○×○○○○××○可決

第3号　令和６年度国民健康保険特別会計
予算 ○○○○○○○○○可決

第4号　令和６年度駐車場事業特別会計予
算 ○○○○○○○○○可決

第5号　令和６年度母子父子寡婦福祉資金
貸付事業特別会計予算 ○○○○○○○○○可決

第６号　令和６年度介護保険特別会計予算 ○○○○○○○○○可決

第7号　令和６年度授産施設特別会計予算 ○○○○○○○○○可決

第8号　令和６年度鬼無里大岡観光施設事
業特別会計予算 ○○○○○○○○○可決

第9号　令和６年度後期高齢者医療特別会
計予算 ○○○○○○○○○可決

第10号　令和６年度病院事業債管理特別会
計予算 ○○○○○○○○○可決

第11号　令和６年度公共料金等集合支払特
別会計予算 ○○○○○○○○○可決

第12号　令和６年度産業団地事業会計予算 ○○○○○○○○○可決

第13号　令和６年度水道事業会計予算 ○○○○○○○○○可決

第14号　令和６年度下水道事業会計予算 ○○○○○○○○○可決
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件　　　　　名

会派別賛否
議決
の
状況

新
友
会

共
産
党

公
明
党

改
革
ネ
ッ
ト

次
世
代
長
野

無
所
属
Ａ

無
所
属
Ｂ

無
所
属
Ｃ

無
所
属
Ｄ

市
長
提
出
議
案
等
（
70
件
）

議　

案
（
62
件
）

第26号　昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒
免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免
除に関する条例等の一部を改正する条例

○○○○○○○○○可決

第27号　特別職の職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○可決

第28号　会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○可決

第29号　職員等の旅費支給条例の一部を改
正する条例 ○○○○○○○○○可決

第30号　子どもたちの国際教育のための倉
石忠雄基金条例を廃止する条例 ○○○○○○○○○可決

第31号　手数料条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○可決

第32号　地域活動支援センターの設備及び
運営の基準に関する条例等の一部を改正す
る条例

○○○○○○○○○可決

第33号　特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営の基準に関する条例の一
部を改正する条例

○○○○○○○○○可決

第34号　特定児童福祉施設の設備及び運営
の基準に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○可決

第35号　女性自立支援施設の設備及び運営
の基準に関する条例 ○○○○○○○○○可決

第36号　児童館の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○可決

第37号　障害児通園施設の設置及び管理に
関する条例等の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○可決

第38号　介護保険条例の一部を改正する条
例 ○○○○○○○○○可決

第39号　地域経済牽引事業の促進による地
域の成長発展の基盤強化のための固定資産
税の課税免除に関する条例

○×○○○○○×○可決

第40号　林業者宿泊施設の設置及び管理に
関する条例を廃止する条例 ○○○○○○○○○可決

第41号　公衆浴場の設置場所の配置及び衛
生等の措置の基準に関する条例の一部を改
正する条例

○○○○○○○○○可決

第42号　消防団員の定員及び任用等に関す
る条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○可決

第43号　芋井飯綱辺地総合整備計画の変更 ○○○○○○○○○可決

第44号　長野広域連合規約の変更 ○○○○○○○○○可決

第45号　長野広域連合規約の変更に伴う財
産処分の協議 ○○○○○○○○○可決

第46号　長野市及び須坂市消防指令事務協
議会の設置 ○○○○○○○○○可決

第47号　包括外部監査契約の締結 ○○○○○○○○○可決

第48号　市道路線の認定及び変更 ○○○○○○○○○可決

第49号　工事請負契約の締結
（エムウェーブ長寿命化改修第1期その1工
事）

○○○○○○○×○可決

第50号　教育に関する事務の職務権限の特
例を定める条例の一部を改正する条例 ○×○○○○○×○可決

第51号　市税条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○可決

第52号　軽費老人ホームの設備及び運営の
基準に関する条例等の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○可決

第53号　指定障害福祉サービスの事業等の
従業者、設備及び運営の基準等に関する条
例及び障害福祉サービス事業の設備及び運
営の基準に関する条例の一部を改正する条
例

○○○○○○○○○可決

件　　　　　名

会派別賛否
議決
の
状況

新
友
会

共
産
党

公
明
党

改
革
ネ
ッ
ト

次
世
代
長
野

無
所
属
Ａ

無
所
属
Ｂ

無
所
属
Ｃ

無
所
属
Ｄ

市
長
提
出
議
案
等

議　

案

第54号　指定障害者支援施設の従業者、設
備及び運営の基準等に関する条例及び障害
者支援施設の設備及び運営の基準に関する
条例の一部を改正する条例

○○○○○○○○○可決

第55号　指定通所支援の事業等の従業者、
設備及び運営の基準等に関する条例の一部
を改正する条例

○○○○○○○○○可決

第56号　指定介護療養型医療施設の従業者、
設備及び運営の基準に関する条例を廃止す
る等の条例

○○○○○○○○○可決

第57号　国民健康保険条例の一部を改正す
る条例 ○○○○○○○○○可決

第58号　消防団員等公務災害補償条例の一
部を改正する条例 ○○○○○○○○○可決

第59号　介護予防・日常生活支援総合事業
に係る指定第1号事業の従業者、設備及び
運営の基準等に関する条例の一部を改正す
る条例

○○○○○○○○○可決

第60号　工事請負契約の締結
（戸隠・鬼無里情報通信施設光化工事） ○○○○○○○○○可決

第61号　教育長の任命 ○○○○○○×○○同意

第62号　監査委員の選任 ○○○○○○○○○同意

第63号　固定資産評価審査委員会委員の選
任 ○○○○○○○○○同意

諮問
（1件）

第1号　人権擁護委員候補者の推薦につ
き意見を求めること ○○○○○○○○○同意

報　

告
（
7
件
）

第２号　専決処分の報告
（交通事故による損害賠償額）

報告月日　２月21日第3号　専決処分の報告
（交通事故による損害賠償額）

第4号　専決処分の報告
（交通事故による損害賠償額）

第5号　専決処分の報告
（道路管理上の事故による損害賠償額）

報告月日　3月６日

第６号　専決処分の報告
（道路管理上の事故による損害賠償額）

第7号　専決処分の報告
（道路管理上の事故による損害賠償額）

第8号　専決処分の報告
（道路管理上の事故による損害賠償額）

議
会
提
出
議
案
（
４
件
）

第1号　「核兵器禁止条約締約国会議」へのオ
ブザーバー参加を求める意見書（案） ○○○○○○○○○可決

第２号　長野市議会委員会条例の一部を改正
する条例（案） ○○○○○○○○○可決

第3号　長野市議会会議規則の一部を改正す
る規則（案） ○○○○○○○○○可決

第4号　最低賃金の引上げ・地域間格差の縮
小の検討と中小企業支援策の拡充を求める意
見書（案）

○○○○○○○○○可決

修正案
（1件）令和６年度一般会計予算修正案 ×〇×××××〇×否決

請
願
（
２
件
）

第1号　子どもの福祉医療費の受給者負担金
をなくし窓口無料化を求める請願 ○○○○○○○○○採択

第２号　「最低賃金の引き上げと中小企業支援
策の拡充を求める意見書」の採択を求める請
願

×○×○×○×○×不採択

令和５年12月定例
会からの継続審査
中の請願（1件）

第18号　介護保険制度の改善、
介護従事者の処遇改善を求め
る意見書提出についての請願

×○×○×○○○×不採択

会
派
別
所
属
議
員
名

会派名等 議員数 所属議員名

新 友 会 17
小泉　栄正　　寺沢さゆり　　西沢　利一　　北沢　哲也　　宮崎　治夫
金沢　敦志　　和田　一成　　松田　光平　　若林　　祥　　市川　和彦
手塚　秀樹　　桜井　　篤　　青木　敏明　　加藤　英夫　　箱山　正一
西脇かおる　　本木　　晋

共 産 党 5 野々村博美　　黒沢　清一　　滝沢　真一　　阿出川　希　　佐藤　高志

公 明 党 5 松井　英雄　　堀内　伸悟　　清水美加子　　藤澤　紀子　　浅川　　徹

改革ネット 3 鈴木　洋一　　東方みゆき　　原　ようこ

会派名等 議員数 所属議員名

次世代長野 ２ 和田　凌弥　　内藤　武道

無 所 属 Ａ 1 倉野　立人

無 所 属 Ｂ 1 小泉　一真

無 所 属 Ｃ 1 山﨑　裕子

無 所 属 Ｄ 1 山﨑　昭夫
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市 政 に 関 す る 質問の要旨質問の要旨質問の要旨質問の要旨
市 政 に 関 す る

質問の要旨質問の要旨質問の要旨質問の要旨
　
3
月
定
例
会
本
会
議
で
は
二
十
八
人
の

議
員
が
質
問
に
立
ち
、
市
当
局
と
活
発
な

論
議
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主

な
質
問
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
文
章
は
、
基
本
的
に
質
問

議
員
自
ら
作
成
し
て
お
り
、
行
数
は
発
言

時
間
に
比
例
し
て
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆

物
全
体
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
く
。

　

長
野
駅
前
Ｂ

−

１
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
は
、
二
〇
二
九
年
度
の
完
成
を
め

ざ
し
、
総
事
業
費
百
八
十
五
億
円
の
約
三

割
に
あ
た
る
五
十
二
億
円
の
税
金
を
投
入

予
定
で
、
令
和
６
年
度
は
一
億
四
千
五
百

四
十
八
万
円
の
補
助
金
を
計
画
し
て
い
る
。

計
画
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
市
民
的
な
協

議
の
場
を
も
つ
べ
き
で
は

都
市
整
備
部
長　
計
画
そ
の
も
の
を
見
直

す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
市
民
的
な
協

議
の
場
を
も
つ
こ
と
は
、
準
備
組
合
と
と

も
に
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

　

市
は
組
織
・
機
構
の
見
直
し
で
、
文

化
財
課
及
び
文
化
財
関
連
の
教
育
施
設
を

教
育
委
員
会
か
ら
観
光
文
化
部
に
移
管
す

る
計
画
。
稼
ぐ
文
化
で
は
な
く
、
文
化
財

保
護
・
保
存
事
業
を
優
先
し
て
行
う
べ
き

で
、
教
育
委
員
会
に
残
す
べ
き
で
は

副
市
長　
市
長
部
局
に
移
管
後
も
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
文
化
財
保
護
に
対
す
る
取
り

組
み
を
適
切
に
実
施
し
て
い
く
。

　

自
衛
隊
へ
の
適
齢
者
名
簿
の
提
供
は

中
止
す
べ
き
だ
が
、
情
報
提
供
を
望
ま
な

い
方
の
除
外
申
請
の
期
間
は
い
つ
か
ら
か
。

周
知
の
方
法
も
徹
底
す
べ
き
で
は

代
表
質
問

新
友
会
　
宮
崎
　
治
夫

　

任
期
後
半
の
市
政
運
営
は

市
長　
未
来
へ
の
投
資
を
基
本
方
針
に
、

子
育
て
支
援
の
充
実
等
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
定
着
、
将
来
を
見
据
え
大
き
く

動
き
出
す
変
革
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
未
来
に
つ

な
ぐ
挑
戦
の
三
つ
の
柱
を
基
に
取
り
組
み

を
加
速
し
、
将
来
の
市
民
が
幸
せ
を
実
感

で
き
る
よ
う
、
本
市
の
未
来
を
見
据
え
、

責
任
を
も
っ
て
市
政
運
営
に
あ
た
る
。

　

新
年
度
予
算
案
に
対
す
る
思
い
は

市
長　

未
来
に
向
け
た
投
資
を
積
極
的
に

行
い
、
市
民
に
変
化
を
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
を
め
ざ
す
。
未
来
へ
の
投
資
を
実
現

す
る
た
め
の
定
着
、
変
革
、
挑
戦
の
三
つ

の
柱
の
も
と
、
様
々
な
新
規
拡
大
事
業
を

予
算
化
。
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
試

行
や
常
設
の
子
ど
も
の
居
場
所
設
置
推
進
、

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
推
進
や
未

来
に
つ
な
ぐ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
予
算
を
重

点
配
分
。
変
化
を
実
感
し
、
心
の
底
か
ら

幸
せ
を
感
じ
る
取
り
組
み
を
加
速
す
る
。

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｄ
の
準
備
状
況
と
運
営
方
法
は
ど
う
か

教
育
次
長　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
を
実
感

で
き
る
居
場
所
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
据
え
、

子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立
に
向
け
た
支

援
、
保
護
者
の
孤
独
感
、
不
安
感
の
解
消

に
向
け
た
支
援
、
教
職
員
の
資
質
向
上
に

向
け
た
研
修
の
実
施
の
三
本
を
運
営
の
柱

と
し
た
。
年
齢
や
性
格
、
抱
え
る
状
況
が

様
々
な
子
ど
も
た
ち
の
思
い
に
寄
り
添
い
、

信
頼
関
係
を
丁て

い

寧ね
い

に
深
め
な
が
ら
、
と
も

に
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
を
築
い
て
い
く
。

　
「
み
ら
い
ハ
ッ
！
ケ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
課
題
を
ど
う
改
善
す
る
の
か

こ
ど
も
未
来
部
長　
本
格
実
施
で
は
、
年

間
を
通
じ
た
事
業
と
な
り
、
夏
場
の
キ
ャ

ン
プ
体
験
な
ど
四
季
折
々
の
幅
広
い
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
一

部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
予
約
な
し
で
開

催
場
所
に
赴
き
、
ポ
イ
ン
ト
が
利
用
で
き

る
現
地
決
済
機
能
を
構
築
す
る
。

　

福
祉
医
療
制
度
の
窓
口
無
料
化
に
つ

い
て
、
開
始
時
期
や
対
象
範
囲
は

市
長　
公
約
に
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度

拡
充
を
掲
げ
、
本
年
１
月
診
療
分
か
ら
は

18
歳
年
度
末
ま
で
対
象
範
囲
を
拡
大
し
、

子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
昨
年

末
か
ら
の
国
や
県
の
方
針
も
踏
ま
え
、
今

ま
さ
に
福
祉
医
療
制
度
を
拡
充
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
る
と
い
う
判
断
の
も
と
、
窓

口
無
料
化
に
向
け
た
検
討
を
決
断
し
た
。

今
後
、
令
和
７
年
度
中
の
実
施
に
向
け
て

準
備
を
進
め
、
18
歳
ま
で
の
無
料
化
を
念

頭
に
、
速
や
か
に
方
向
性
を
示
し
て
い
く
。

公
明
党
　
松
井
　
英
雄

　

安
心
し
て
産
み
、
保
護
者
の
不
安
や

子
育
て
の
大
変
さ
を
軽
減
す
る
た
め
に
も

育
休
退
園
を
見
直
し
、
廃
止
す
べ
き
で
は

市
長　
待
機
児
童
数
が
恒
常
的
に
減
少
傾

向
に
な
る
な
ど
育
休
退
園
を
見
直
す
体
制

が
整
っ
て
き
て
お
り
、
４
月
か
ら
、
育
児

休
業
の
取
得
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
引
き
続

き
保
育
園
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
現
在
の

取
り
扱
い
を
見
直
す
こ
と
を
判
断
し
た
。

　

か
ね
て
か
ら
、
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
を
要
望
し
て
い
る
が
、
い
つ
頃
、

ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
実
現
す
る
の
か

地
域
・
市
民
生
活
部
長　
ま
ず
は
一
日
十

組
の
予
約
制
を
想
定
し
、
令
和
６
年
度
上

半
期
の
開
設
を
め
ざ
し
て
い
く
。

　

県
で
は
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
児
の
第
三

子
以
降
の
保
育
料
完
全
無
償
化
、
第
二
子

の
半
額
減
免
を
検
討
し
て
い
る
が
、
本
市

で
も
無
償
化
を
拡
充
し
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
で
は

里山の自然の中で料理体験。デザートはたき火で
焼いたマシュマロ

長
野
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
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3月市議会定例会

る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

建
設
部
長　
本
市
で
の
対
応
を
検
討
し
た

結
果
、
通
報
者
を
拡
大
し
て
も
問
題
な
い

と
の
結
論
に
至
り
、
今
後
、
関
係
部
局
と

調
整
の
上
、
必
要
な
事
項
を
定
め
た
要
綱

や
利
用
規
約
を
作
成
し
、
令
和
６
年
度
早

期
に
市
民
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
通
報
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

共
産
党
　
黒
沢
　
清
一

　

自
民
党
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を

め
ぐ
っ
て
金
権
腐
敗
政
治
へ
の
国
民
の
怒

り
と
不
信
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
企
業

団
体
献
金
を
全
面
禁
止
し
、
金
権
腐
敗
政

治
の
根
を
断
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
市
長
の
見
解
は

市
長　
政
治
資
金
問
題
に
つ
い
て
は
、
透

物
全
体
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
く
。

　

長
野
駅
前
Ｂ

−

１
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
は
、
二
〇
二
九
年
度
の
完
成
を
め

ざ
し
、
総
事
業
費
百
八
十
五
億
円
の
約
三

割
に
あ
た
る
五
十
二
億
円
の
税
金
を
投
入

予
定
で
、
令
和
６
年
度
は
一
億
四
千
五
百

四
十
八
万
円
の
補
助
金
を
計
画
し
て
い
る
。

計
画
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
市
民
的
な
協

議
の
場
を
も
つ
べ
き
で
は

都
市
整
備
部
長　
計
画
そ
の
も
の
を
見
直

す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
市
民
的
な
協

議
の
場
を
も
つ
こ
と
は
、
準
備
組
合
と
と

も
に
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

　

市
は
組
織
・
機
構
の
見
直
し
で
、
文

化
財
課
及
び
文
化
財
関
連
の
教
育
施
設
を

教
育
委
員
会
か
ら
観
光
文
化
部
に
移
管
す

る
計
画
。
稼
ぐ
文
化
で
は
な
く
、
文
化
財

保
護
・
保
存
事
業
を
優
先
し
て
行
う
べ
き

で
、
教
育
委
員
会
に
残
す
べ
き
で
は

副
市
長　
市
長
部
局
に
移
管
後
も
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
文
化
財
保
護
に
対
す
る
取
り

組
み
を
適
切
に
実
施
し
て
い
く
。

　

自
衛
隊
へ
の
適
齢
者
名
簿
の
提
供
は

中
止
す
べ
き
だ
が
、
情
報
提
供
を
望
ま
な

い
方
の
除
外
申
請
の
期
間
は
い
つ
か
ら
か
。

周
知
の
方
法
も
徹
底
す
べ
き
で
は

市
長　
県
の
拡
充
策
は
、
ま
さ
に
的
を
射

た
タ
イ
ム
リ
ー
な
施
策
で
あ
り
、
県
と
足

並
み
を
そ
ろ
え
て
対
応
す
る
。

　

本
市
は
、
能
登
半
島
と
は
地
形
こ
そ

違
え
ど
、
孤
立
集
落
が
発
生
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
。
市
の
対
応
は

危
機
管
理
防
災
監　
孤
立
集
落
が
発
生
し

た
場
合
、
自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
人
員
の
搬
送
、
物
資
の

輸
送
を
検
討
す
る
ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
物
資
輸
送
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
試
行
的

事
業
に
お
い
て
、
実
施
施
設
は
四
園
で
、

広
い
本
市
で
は
地
域
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
。

実
施
施
設
選
定
に
あ
た
っ
て
の
考
え
は

こ
ど
も
未
来
部
長　
将
来
的
な
本
格
実
施

に
備
え
、
試
行
的
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

と
し
た
。
実
施
す
る
園
は
、
北
部
で
は
公

立
の
山
王
保
育
園
と
な
か
じ
ょ
う
保
育
園
、

南
部
で
は
私
立
の
フ
レ
ン
ド
こ
ど
も
園
と

若
穂
幼
稚
園
で
、
公
立
、
私
立
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
連
携
も
図
り

な
が
ら
試
行
的
事
業
に
取
り
組
む
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
道
路
等
の
不
具
合

の
通
報
シ
ス
テ
ム
は
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
る
。
モ
デ
ル
事
業
か
ら
拡
大

し
、
新
規
事
業
と
し
て
市
民
が
通
報
で
き

明
性
の
確
保
に
よ
り
、
一
日
も
早
く
国
民

の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、
市
は
耐

震
改
修
費
用
の
補
助
額
を
一
戸
当
た
り
上

限
百
万
円
か
ら
百
五
十
万
円
に
引
き
上
げ

る
計
画
。
家
屋
の
部
分
改
修
や
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
、
防
災
ベ
ッ
ド
の
普
及
な
ど
、
工

夫
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は

建
設
部
長　
家
屋
の
部
分
改
修
や
耐
震
シ

ェ
ル
タ
ー
、
防
災
ベ
ッ
ド
は
建
物
全
体
の

補
強
に
比
べ
狭
い
範
囲
に
短
期
間
で
設
置

で
き
、
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
が
生
じ

ず
着
手
で
き
る
が
、
市
で
は
建
物
全
体
の

耐
震
改
修
を
基
本
と
し
た
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
も
ら
い
、

地
震
発
生
時
に
生
命
を
守
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
被
災
後
の
生
活
再
建
を
見
据
え
た
建

市道の損傷状況や位置図をスマートフォンの
LINEアプリを用いて送信できる

建築物が倒壊すると救助作業や復旧活動に支障が
生じる
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市 政 に 関 す る 質問の要旨質問の要旨質問の要旨質問の要旨

　

と
な
る
。

次
世
代
長
野
　
和
田
　
凌
弥

　

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
観
戦
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
及
び
観
光
戦
略
に
つ
い
て
の
考
え
は

商
工
観
光
部
長　
各
チ
ー
ム
と
協
力
し
な

が
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
観
光
に
関
す
る

調
査
・
分
析
を
行
い
、
先
進
事
例
な
ど
も

参
考
に
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
、
積
極
的
な
観
光
誘
客
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

商
工
観
光
部
長　
企
業
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
、

時
代
に
合
う
柔
軟
で
実
効
性
あ
る
支
援
制

度
の
た
め
条
例
改
正
を
含
め
拡
充
を
検
討
。

公
明
党
　
浅
川
　
　
徹

　

５
歳
児
健
診
導
入
に
向
け
た
検
討
は

保
健
所
長　
こ
の
年
齢
の
全
て
の
子
ど
も

た
ち
を
確
実
に
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
は
非
常
に
重
要
。
こ
ど
も
未
来
部
や

保
育
園
、
幼
稚
園
等
と
も
連
携
し
、
支
援

の
向
上
に
必
要
な
対
策
を
、
様
々
な
課
題

も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　

城
山
公
園
花
見
小
屋
の
設
置
場
所
の

検
討
状
況
は
。
ま
た
、
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
前
向
き
に
検
討
し
て
は
ど
う
か

都
市
整
備
部
長　
桜
の
樹
勢
が
最
も
良
好

な
、
ふ
れ
あ
い
広
場
の
一
部
を
候
補
地
と

し
て
考
え
て
い
る
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ

常
を
反
映
さ
せ
た
計
上
に
向
け
、
併
せ
て

検
討
し
て
い
く
。

新
友
会
　
和
田　

一
成

　

集
落
支
援
員
の
積
極
的
な
活
用
は

地
域
・
市
民
生
活
部
長　
令
和
６
年
度
に

設
置
予
定
の
研
究
会
の
主
要
テ
ー
マ
の
一

つ
に
位
置
付
け
、
検
討
を
進
め
る
。

※�

集
落
支
援
員
…
地
域
の
実
情
に
詳
し
く
、

集
落
対
策
の
推
進
に
関
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
や

知
見
を
有
し
た
人
材
で
、
地
方
自
治
体
か

ら
の
委
嘱
を
受
け
た
人
の
こ
と
。
市
町
村

職
員
と
連
携
し
て
集
落
の
巡
回
や
状
況
把

握
等
を
行
い
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化
を

図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

個
室
耐
震
強
化
な
ど
、
耐
震
改
修
工

事
を
低
負
担
で
普
及
さ
せ
る
可
能
性
は

建
設
部
長　
寝
室
や
居
間
等
の
個
室
耐
震

強
化
で
地
震
発
生
時
に
命
は
守
れ
る
が
、

建
物
倒
壊
に
よ
る
生
活
再
建
の
負
担
や
道

路
の
閉
塞
等
を
防
ぐ
面
か
ら
、
建
物
全
体

の
耐
震
改
修
を
基
本
と
し
た
支
援
を
行
う
。

　

土
木
事
業
要
望
へ
の
対
応
は

建
設
部
長　
よ
り
多
く
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
工
事
の
手
法
や
発
注
方
法
を

工
夫
し
、
実
施
率
の
向
上
に
努
め
る
。

　

中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
振
興
に

設
備
投
資
支
援
や
条
例
整
備
が
必
要
で
は

Ｂ
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
の
考
え
は

危
機
管
理
防
災
監　
避
難
所
へ
は
原
則
男

女
各
二
名
の
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
女
性
へ

の
様
々
な
配
慮
や
相
談
に
対
応
。
簡
易
水

洗
型
ト
イ
レ
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄

を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
情
報

共
有
を
図
り
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ
改
善
に
取
り
組
む
。

※�

Ｔ
Ｋ
Ｂ
…
避
難
所
に
お
い
て
重
点
的
に
向

上
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ

（
Ｔ
）、
キ
ッ
チ
ン
（
Ｋ
）、
ベ
ッ
ド
（
Ｂ
）

の
略
。
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
、
快
適

で
十
分
な
数
の
ト
イ
レ
、
温
か
い
食
事
、

簡
易
ベ
ッ
ド
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

経
営
的
視
点
を
取
り
入
れ
た
農
業
人

材
育
成
に
支
援
を
し
て
は
ど
う
か

農
林
部
長　
営
農
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、

栽
培
技
術
だ
け
で
な
く
、
農
業
経
営
に
つ

い
て
も
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

共
産
党
　
佐
藤
　
高
志

　

あ
る
程
度
の
福
祉
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
一
次
避
難
所
で
も
施
設
の
整
備
を
行

う
べ
き
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
多
目
的
ト
イ

レ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
が
あ
る
施
設
数
は

危
機
管
理
防
災
監　
小
・
中
学
校
体
育
館

で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
は
五
十
一
校
、
多

目
的
ト
イ
レ
は
二
十
八
校
。
社
会
体
育
館

や
屋
内
運
動
場
は
二
十
一
施
設
全
て
で
整

備
済
み
。
長
寿
命
化
工
事
で
は
バ
リ
ア
フ

地
域
・
市
民
生
活
部
長　
除
外
申
請
の
受

付
期
間
は
、
３
月
１
日
か
ら
４
月
15
日
ま

で
。
市
民
へ
の
周
知
は
、
広
報
な
が
の
３

月
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
徹
底
し
て
い
く
。

個
人
質
問

改
革
ネ
ッ
ト
　
鈴
木
　
洋
一

　

真
島
地
域
は
、
地
域
振
興
、
農
業
振

興
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
ホ
ワ
イ
ト
リ

ン
グ
、
Ｊ
Ａ
旧
共
選
所
跡
地
、
市
場
団
地
、

地
域
全
体
に
広
が
る
果
樹
園
地
な
ど
、
豊

富
な
地
域
資
源
と
多
様
な
強
み
が
集
積
し

て
い
る
。
こ
の
強
み
を
生
か
し
た
未
来
へ

の
戦
略
的
な
投
資
の
観
点
か
ら
、
本
市
資

産
の
有
効
活
用
に
よ
る
農
業
公
園
の
設
置

や
隣
接
す
る
地
域
資
源
の
利
活
用
等
に
つ

い
て
検
討
で
き
な
い
か

農
林
部
長　
地
区
住
民
が
Ｊ
Ａ
共
選
所
跡

地
や
地
元
産
果
樹
等
の
活
用
を
検
討
す
る

中
で
、
六
次
産
業
化
な
ど
の
考
え
が
あ
れ

ば
支
援
し
た
い
。
ま
た
、
地
元
産
農
産
品

の
販
売
力
強
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に

対
し
、
支
援
を
検
討
し
た
い
。

※�

六
次
産
業
化
…
一
次
産
業
を
担
う
生
産
者

が
、
二
次
産
業
で
あ
る
「
加
工
」
や
三
次

産
業
の
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
ま
で
手
が

け
、
生
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
て
所
得

を
向
上
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
。
一
次
産

業
×
二
次
産
業
×
三
次
産
業
＝
六
次
産
業

名古屋市で行われた信州ブレイブウォリアーズの
試合会場において長野市をPR

城山公園ふれあい広場は開設から18年を経て、
良好な樹勢を保った美しい桜を楽しめる

　

建
設
工
事
に
お
け
る
小
規
模
工
事
の

上
限
額
と
諸
経
費
率
の
見
直
し
は

建
設
部
長　
市
民
生
活
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
、
上
限
額
の
見
直
し
が
必
要
な
時
期

に
来
て
い
る
。
諸
経
費
率
も
、
現
場
の
日
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Ｂ
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
の
考
え
は

危
機
管
理
防
災
監　
避
難
所
へ
は
原
則
男

女
各
二
名
の
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
女
性
へ

の
様
々
な
配
慮
や
相
談
に
対
応
。
簡
易
水

洗
型
ト
イ
レ
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄

を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
情
報

共
有
を
図
り
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ
改
善
に
取
り
組
む
。

※�

Ｔ
Ｋ
Ｂ
…
避
難
所
に
お
い
て
重
点
的
に
向

上
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ

（
Ｔ
）、
キ
ッ
チ
ン
（
Ｋ
）、
ベ
ッ
ド
（
Ｂ
）

の
略
。
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
、
快
適

で
十
分
な
数
の
ト
イ
レ
、
温
か
い
食
事
、

簡
易
ベ
ッ
ド
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

経
営
的
視
点
を
取
り
入
れ
た
農
業
人

材
育
成
に
支
援
を
し
て
は
ど
う
か

農
林
部
長　
営
農
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、

栽
培
技
術
だ
け
で
な
く
、
農
業
経
営
に
つ

い
て
も
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

共
産
党
　
佐
藤
　
高
志

　

あ
る
程
度
の
福
祉
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
一
次
避
難
所
で
も
施
設
の
整
備
を
行

う
べ
き
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
多
目
的
ト
イ

レ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
が
あ
る
施
設
数
は

危
機
管
理
防
災
監　
小
・
中
学
校
体
育
館

で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
は
五
十
一
校
、
多

目
的
ト
イ
レ
は
二
十
八
校
。
社
会
体
育
館

や
屋
内
運
動
場
は
二
十
一
施
設
全
て
で
整

備
済
み
。
長
寿
命
化
工
事
で
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
考
慮
し
、
多
目
的
ト
イ
レ
は
施

設
の
現
状
に
応
じ
て
設
置
を
検
討
す
る
。

　

ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
か
ら
北
側
駐
車
場

ま
で
の
道
が
夜
は
非
常
に
暗
く
、
危
険
を

感
じ
る
。
街
灯
設
置
な
ど
、
歩
く
観
客
の

安
全
を
考
慮
し
た
周
辺
環
境
整
備
は

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
急
務
と
な
っ

て
い
る
安
全
対
策
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
と
連
携
し
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

新
友
会
　
手
塚
　
秀
樹

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
へ
支
援
は

こ
ど
も
未
来
部
長　
よ
り
多
く
の
団
体
が

補
助
対
象
と
な
り
、
常
設
か
そ
れ
に
近
い

を
見
守
る
と
と
も
に
、
保
護
者
が
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
充
実
し
た
支
援
を
行
う
。

　

本
市
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

企
画
政
策
部
長　
県
タ
ク
シ
ー
協
会
に
よ

る
と
、
国
か
ら
地
域
指
定
を
受
け
た
場
合

は
、
そ
の
エ
リ
ア
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導

入
す
る
方
針
。
本
市
が
指
定
を
受
け
る
場

合
を
想
定
し
、
事
業
者
が
行
う
ア
プ
リ
の

導
入
、
運
転
手
の
安
全
教
育
、
ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
な
ど
、
必
要
な
環
境
が

早
期
に
整
備
さ
れ
、
導
入
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
よ
う
、
事
業
者
の
支
援
を
検
討
す
る
。

公
明
党
　
藤
澤
　
紀
子

　

避
難
所
で
の
女
性
へ
の
配
慮
、
Ｔ
Ｋ

い
て
は
、
観
光
に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
、

関
係
部
局
と
も
連
携
し
、
検
討
し
て
い
く
。

無
所
属
　
小
泉
　
一
真

　

二
時
間
六
百
円
と
い
う
城
山
公
園
駐

車
場
の
有
料
化
に
つ
い
て
、「
善
光
寺
の

周
り
に
も
駐
車
場
が
何
か
所
か
あ
り
、
そ

の
運
営
で
善
光
寺
の
護
寺
運
営
を
行
っ
て

い
る
。
駐
車
場
の
件
に
つ
い
て
、
有
料
化

す
る
な
ど
の
方
向
性
を
決
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
の
発
言
が
、
昨
年
5
月
、
城
山

公
園
再
整
備
協
議
会
議
事
録
に
あ
る
。
無

料
と
の
意
見
も
見
ら
れ
る
が
、
同
寺
駐
車

場
と
同
水
準
で
決
め
ら
れ
た
。
政
教
分
離

原
則
の
上
で
適
切
か
。
担
当
職
員
か
ら
、

夏
に
料
金
を
見
直
す
旨
を
聴
き
取
っ
た
が

総
務
部
長　

政
教
分
離
に
抵
触
す
る
か
ど

う
か
ま
で
判
断
で
き
る
知
見
が
な
い
。

都
市
整
備
部
長　
料
金
設
定
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。
時
期
は
未
定
。

新
友
会
　
西
脇
か
お
る

　

こ
ど
も
相
談
室
が
、
こ
ど
も
相
談
・

発
達
支
援
室
と
改
称
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
か

こ
ど
も
未
来
部
長　
発
達
が
気
に
な
る
子

ど
も
と
保
護
者
が
関
係
機
関
と
つ
な
が
り
、

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
成
長

保健センターで行われたすくすく広場

指定避難所の体育館に設置された多目的トイレ
（鍋屋田小学校）
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状
態
の
運
営
が
め
ざ
せ
る
よ
う
、
新
規
補

助
制
度
を
創
設
し
、
支
援
す
る
。

　

災
害
対
策
体
制
強
化
の
た
め
、
危
機

管
理
防
災
課
を
部
ま
た
は
局
と
し
て
は
。

ま
た
、
危
機
管
理
防
災
を
所
管
す
る
部
局

で
経
験
を
積
む
職
員
を
庁
内
に
増
や
す
こ

と
も
危
機
管
理
に
な
る
の
で
は

副
市
長　
さ
ら
な
る
体
制
の
強
化
に
向
け
、

他
都
市
等
の
例
も
十
分
調
査
し
、
検
討
す

る
。
多
く
の
職
員
が
業
務
を
経
験
す
る
の

が
望
ま
し
い
。
職
員
の
経
験
や
知
識
が
生

か
せ
る
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

新
友
会
　
青
木
　
敏
明

　

令
和
８
年
度
か
ら
、
長
野
市
雨
水
管

理
総
合
計
画
を
基
に
、
ハ
ー
ド
対
策
、
流

域
治
水
対
策
が
実
施
さ
れ
る
予
定
。
重
点

地
区
と
一
般
地
区
を
選
定
す
る
際
に
は
、

明
確
な
基
準
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

建
設
部
長　

明
確
な
基
準
や
要
件
を
示
し
、

区
域
選
定
や
整
備
の
優
先
順
位
付
け
が
肝

要
。
区
域
分
け
は
、
過
去
の
浸
水
実
績
、

降
雨
記
録
、
水
路
の
整
備
状
況
、
公
共
公

益
施
設
の
分
布
等
の
基
礎
調
査
と
浸
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
浸
水
リ
ス
ク
を

明
ら
か
に
し
、
重
点
地
区
を
設
定
す
る
。

　

令
和
６
年
度
予
算
で
石い

し

村む
ら

用
水
の
取

水
口
の
遠
隔
操
作
・
自
動
化
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
整
備
に
際
し
、
地
元
負
担
金

が
課
題
と
な
る
。
農
業
用
水
が
都
市
型
排

水
路
と
し
て
の
役
割
、
機
能
を
有
し
て
い

る
現
状
を
考
慮
し
、
地
元
負
担
金
の
あ
り

方
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は

農
林
部
長　
整
備
費
用
の
一
部
は
受
益
者

負
担
と
な
る
が
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

一
方
、
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金
は
、
自

治
体
に
よ
り
取
り
扱
い
の
違
い
も
あ
る
。

今
後
、
他
市
の
状
況
を
調
査
す
る
。

無
所
属
　
山
﨑
　
裕
子

　

も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
敷
地
利
活
用
と
新

田
町
交
差
点
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
幅
広
い
視
点
で
調
査
分
析
し
、
オ

ー
プ
ン
な
場
で
検
討
を
重
ね
る
べ
き
で
は

都
市
整
備
部
長　
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
敷
地

利
活
用
検
討
部
会
か
ら
、
再
開
発
事
業
な

ど
に
よ
る
複
合
施
設
の
整
備
を
検
討
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年

度
予
算
に
新
田
町
交
差
点
周
辺
整
備
事
業

の
基
本
計
画
作
成
を
盛
り
込
み
、
新
た
な

施
設
の
整
備
手
法
や
事
業
の
実
現
性
等
を

検
討
す
る
。
敷
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
評
価
専
門
委

員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
関
係
部
局
や
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な

市
長　
早
期
に
方
向
性
を
示
し
、
令
和
７

年
度
中
の
実
施
に
向
け
て
進
め
た
い
。

新
友
会
　
本
木
　
　
晋

　

お
で
か
け
パ
ス
ポ
ー
ト
の
今
後
の
見

直
し
計
画
と
展
望
は

保
健
福
祉
部
長　
審
議
会
答
申
を
踏
ま
え
、

料
金
体
系
は
、
今
後
、
バ
ス
事
業
者
の
運

賃
改
定
等
を
考
慮
し
、
協
議
す
る
。
料
金

体
系
以
外
の
変
更
は
、
現
在
、
地
域
連
携

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
事
業
主
体
と
シ
ス
テ
ム
導

入
業
務
事
業
者
で
仕
様
を
協
議
し
て
い
る
。

検
討
す
る
考
え
は

企
画
政
策
部
長　
現
状
の
課
題
を
整
理
し
、

研
究
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
明
党
　
堀
内
　
伸
悟

　

認
知
症
を
簡
易
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が

保
健
福
祉
部
長　
早
期
発
見
、
早
期
介
入

の
仕
組
み
に
つ
い
て
国
の
大
規
模
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
り
、
そ
れ
を

注
視
し
つ
つ
、
啓
発
等
を
進
め
る
。

　

中
小
企
業
の
賃
上
げ
に
向
け
、
今
が

正
念
場
。
企
業
か
ら
の
相
談
対
応
や
制
度

の
周
知
等
、
さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
で
は

商
工
観
光
部
長　
支
援
組
織
と
な
る
産
学

官
金
連
携
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
令
和
６
年

度
中
に
始
動
。
有
用
な
情
報
を
直
接
届
け
、

市
内
企
業
の
稼
ぐ
力
の
向
上
に
取
り
組
む
。

新
友
会
　
金
沢
　
敦
志

　

以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た
児
童
セ
ン

タ
ー
・
児
童
館
で
居
室
と
な
っ
て
い
る
遊

戯
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況
は

こ
ど
も
未
来
部
長　
古
牧
・
南
部
児
童
セ

ン
タ
ー
を
含
め
た
合
計
八
カ
所
の
遊
戯
室

に
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
設
置
。
居
室
化

調
査
と
具
体
的
な
検
討
を
行
う
。

改
革
ネ
ッ
ト
　
原
　
よ
う
こ

　

地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
時
に
命
を
守

る
耐
震
ベ
ッ
ド
へ
補
助
制
度
を
設
け
て
は

建
設
部
長　
生
活
再
建
も
見
据
え
た
建
物

全
体
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
く
。

地震の際に倒れた家具や家屋の倒壊から命を守る耐震ベッド。
信州新町福祉センターに現在展示中

新しくなる「おでかけパスポート」

　

小
・
中
学
校
に
、
具
体
的
な
熱
中
症

対
策
を
周
知
徹
底
す
べ
き
と
考
え
る
が

教
育
次
長　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
対
策

を
行
う
よ
う
優
良
事
例
も
示
し
周
知
す
る
。

　

子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度
窓
口
無
料

化
の
実
施
時
期
は
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検
討
す
る
考
え
は

企
画
政
策
部
長　
現
状
の
課
題
を
整
理
し
、

研
究
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
明
党
　
堀
内
　
伸
悟

　

認
知
症
を
簡
易
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が

保
健
福
祉
部
長　
早
期
発
見
、
早
期
介
入

の
仕
組
み
に
つ
い
て
国
の
大
規
模
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
り
、
そ
れ
を

注
視
し
つ
つ
、
啓
発
等
を
進
め
る
。

　

中
小
企
業
の
賃
上
げ
に
向
け
、
今
が

正
念
場
。
企
業
か
ら
の
相
談
対
応
や
制
度

の
周
知
等
、
さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
で
は

商
工
観
光
部
長　
支
援
組
織
と
な
る
産
学

官
金
連
携
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
令
和
６
年

度
中
に
始
動
。
有
用
な
情
報
を
直
接
届
け
、

市
内
企
業
の
稼
ぐ
力
の
向
上
に
取
り
組
む
。

新
友
会
　
金
沢
　
敦
志

　

以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た
児
童
セ
ン

タ
ー
・
児
童
館
で
居
室
と
な
っ
て
い
る
遊

戯
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況
は

こ
ど
も
未
来
部
長　
古
牧
・
南
部
児
童
セ

ン
タ
ー
を
含
め
た
合
計
八
カ
所
の
遊
戯
室

に
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
設
置
。
居
室
化

能
で
あ
る
と
周
知
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

無
所
属
　
山
﨑
　
昭
夫

　

海
外
資
本
か
ら
水
資
源
を
守
る
た
め

水
道
水
源
を
ど
う
保
全
し
て
い
る
の
か

上
下
水
道
局
長　
市
の
水
道
水
源
地
の
実

態
調
査
と
公
有
地
化
を
進
め
て
き
た
。
今

後
も
水
源
の
巡
視
と
適
切
な
保
全
に
努
め
、

安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
確
保
し
て
い
く
。

し
て
い
な
い
遊
戯
室
に
は
、
状
況
に
応
じ

て
移
動
式
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や
冷
風

扇
な
ど
を
設
置
し
、
暑
さ
対
策
を
講
じ
る
。

　

夏
休
み
や
春
休
み
の
児
童
セ
ン
タ
ー

・
児
童
館
で
は
、
児
童
用
昼
食
の
提
供
を

弁
当
業
者
に
依
頼
し
て
は
ど
う
か

こ
ど
も
未
来
部
長　
保
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
ま
ず
は
一
部
の
施
設
に
お
い
て
、

事
業
者
に
よ
る
昼
食
の
提
供
を
試
験
的
に

実
施
し
、
他
の
施
設
で
も
広
く
展
開
す
る

こ
と
が
可
能
か
、
さ
ら
に
検
討
す
る
。

　

長
野
運
動
公
園
整
備
に
伴
う
運
動
広

場
の
調
整
状
況
は
。
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

の
一
部
を
隣
接
地
に
移
設
す
る
可
能
性
は

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
運
動
広
場
は

仮
設
駐
車
場
と
な
る
が
、
主
な
利
用
者
の

意
見
を
聴
取
し
、
一
部
種
目
の
大
会
が
開

催
で
き
る
よ
う
設
計
を
進
め
て
い
る
。
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
、
令
和
10
年
度
以
降

に
県
営
球
場
を
整
備
す
る
際
、
周
辺
施
設

と
一
体
的
に
整
備
で
き
る
よ
う
計
画
す
る
。

新
友
会
　
箱
山
　
正
一

　

令
和
６
年
度
の
組
織
編
成
と
、
そ
こ

で
活
躍
し
て
い
く
人
材
の
イ
メ
ー
ジ
は

市
長　
令
和
６
年
度
は
、
商
工
業
な
ど
の

産
業
、
観
光
、
文
化
と
い
っ
た
部
門
に
つ

　

ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
が
指
定
緊
急
避
難
場

所
や
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
な
い
が
。

ま
た
、
事
業
所
と
協
定
を
結
ぶ
一い

っ

時と
き

避
難

場
所
の
協
定
依
頼
を
積
極
的
に
行
う
か

危
機
管
理
防
災
監　
救
援
物
資
移
送
拠
点

の
候
補
地
で
あ
り
、
指
定
に
至
ら
な
か
っ

た
。
事
業
者
か
ら
協
定
の
申
し
出
が
あ
れ

ば
、
地
域
と
の
仲
介
を
図
る
。

共
産
党
　
滝
沢
　
真
一

　

ぐ
る
り
ん
号
の
路
線
は
、
市
民
の
意

見
を
聴
き
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

企
画
政
策
部
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
現
行

ル
ー
ト
の
利
用
者
の
状
況
を
把
握
し
、
経

路
変
更
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

　

犯
罪
被
害
者
等
支
援
制
度
の
見
舞
金

の
対
象
に
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
も
含
ま
れ
て

い
る
と
条
例
や
チ
ラ
シ
に
記
す
べ
き
で
は

地
域
・
市
民
生
活
部
長　
本
市
で
は
要
綱

の
運
用
に
お
い
て
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
等

も
含
む
と
し
て
い
る
。
相
談
員
が
相
談
を

受
け
た
際
に
活
用
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
、

支
援
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

　

も
っ
と
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
制
度

に
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
は

市
長　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
等
に
も
利
用
可

長野市水道の原点となる戸隠水源

　

運
転
手
不
足
解
消
の
一
助
と
し
て
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は

企
画
政
策
部
長　
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

利
便
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

　

本
市
に
、
自
動
運
転
バ
ス
の
導
入
を
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い
て
業
務
連
携
を
強
化
し
、
新
た
な
施
策

展
開
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

で
き
る
だ
け
横
串
を
通
し
た
組
織
連
携
を

図
る
な
ど
、
見
直
し
に
取
り
組
む
。
私
は

日
頃
か
ら
職
員
に
対
し
、
市
役
所
組
織
を

チ
ー
ム
に
し
た
い
と
伝
え
て
い
る
。
チ
ー

ム
づ
く
り
の
要
は
、
目
標
や
課
題
に
対
し

て
共
通
の
認
識
を
も
ち
、
自
律
的
に
取
り

組
む
こ
と
。
組
織
と
し
て
は
別
の
部
門
で

あ
り
な
が
ら
も
、
部
門
相
互
の
連
携
を
常

に
視
野
に
入
れ
た
ポ
ス
ト
を
部
局
ご
と
に

配
置
す
る
方
法
や
、
各
部
門
が
も
つ
情
報

を
俯
瞰
し
な
が
ら
相
互
に
調
整
で
き
る
仕

組
み
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
チ
ー
ム
と
し
て

課
題
解
決
に
取
り
組
め
る
体
制
づ
く
り
も

検
討
し
た
い
。
自
ら
の
担
当
す
る
分
野
に

限
ら
ず
幅
広
く
市
政
全
体
を
見
渡
せ
る
人

材
、
さ
ら
に
組
織
、
所
属
の
垣
根
を
越
え

て
、
チ
ー
ム
と
し
て
積
極
果
敢
に
取
り
組

む
人
材
が
本
市
の
変
革
、
定
着
、
挑
戦
に

必
要
で
、
こ
の
よ
う
な
人
材
が
活
躍
で
き

る
組
織
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
む
。

無
所
属
　
倉
野
　
立
人

　

災
害
関
連
死
は
人
災
と
考
え
る
。
福

祉
避
難
所
整
備
に
つ
い
て
、
医
療
福
祉
関

係
者
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の
か

保
健
福
祉
部
長　
福
祉
避
難
所
の
開
設
運

営
訓
練
を
関
係
者
と
連
携
し
て
実
施
予
定
。

　

福
祉
避
難
所
の
訓
練
と
地
区
主
催
の

避
難
訓
練
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
予
定
は

保
健
福
祉
部
長　
で
き
る
だ
け
地
域
住
民

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
連
携
し
な
が
ら

よ
り
現
実
的
な
訓
練
の
実
施
に
努
め
る
。

　

広
く
市
内
に
均
衡
あ
る
財
政
支
出
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か

市
長　
広
く
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
財
政
運
営
、
市
政
運
営
に
取
り
組
む
。

公
明
党
　
清
水
美
加
子

　

市
防
災
ア
プ
リ
を
、
避
難
所
や
支
援

物
資
の
情
報
が
共
有
で
き
る
よ
う
双
方
向

に
す
べ
き
。
ま
た
、
市
、
県
、
全
国
で
分

か
り
や
す
く
情
報
を
分
け
る
べ
き
で
は

い
パ
イ
プ
で
、
人
気
者
の
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト

を
入
手
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
見
解
は

市
長　
今
後
新
た
な
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
を
茶

臼
山
動
物
園
に
迎
え
入
れ
る
た
め
、
私
自

身
も
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
い
き
た
い
。

次
世
代
長
野
　
内
藤
　
武
道

　

投
票
率
向
上
の
た
め
に
、
セ
ン
キ
ョ

割
を
含
め
た
投
票
済
証
明
書
の
導
入
を
検

討
す
べ
き
で
は

選
挙
管
理
委
員
長　
効
果
は
十
分
認
識
し

た
上
で
総
合
的
に
判
断
し
、
現
段
階
で
は

実
施
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。
新
た
な
取
り

組
み
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

※�

セ
ン
キ
ョ
割
…
投
票
済
証
明
書
な
ど
を
提

示
す
る
と
、
商
品
の
割
引
と
い
っ
た
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
の
こ
と
。
選

挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
商
店
街
や
企
業
等
が
独
自
に
実
施
し

て
い
る
。

危
機
管
理
防
災
監　
情
報
発
信
や
共
有
は
、

先
進
的
取
り
組
み
を
参
考
に
検
証
。
エ
リ

ア
選
択
は
、
技
術
的
な
面
で
改
修
を
検
討
。

　

天
候
に
関
係
な
く
、
バ
ス
を
安
心
し

て
待
つ
こ
と
が
で
き
る
「
バ
ス
ま
ち
ば
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
市
役
所
か
ら
始
め
て
は

企
画
政
策
部
長　
可
能
な
方
策
で
そ
の
機

能
を
も
た
せ
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
た

い
。
民
間
店
舗
へ
の
設
置
も
調
査
す
る
。

新
友
会
　
桜
井
　
　
篤

　

今
年
度
始
め
た
、
な
が
の
ラ
ー
メ
ン

魅
力
発
掘
発
信
事
業
の
め
ざ
す
到
達
点
は

商
工
観
光
部
長　
次
の
善
光
寺
御
開
帳
ま

で
に
は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
皆
様
に
な

が
の
ラ
ー
メ
ン
を
目
的
に
訪
れ
て
も
ら
い
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
た
い
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
と

正
規
職
員
へ
の
採
用
の
検
討
が
必
要
で
は

総
務
部
長　
期
末
手
当
は
令
和
７
年
度
か

ら
正
規
職
員
と
同
月
数
分
の
支
給
と
す
る
。

勤
勉
手
当
も
早
期
の
改
善
に
向
け
て
職
員

労
働
組
合
と
協
議
す
る
。
正
規
職
員
へ
の

任
用
は
職
員
採
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
早

期
に
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　

市
長
の
強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
太

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は

教
育
長　
入
学
者
選
抜
で
の
合
理
的
配
慮

や
、
入
学
後
に
将
来
の
た
め
の
適
切
な
学

習
・
進
路
指
導
を
行
っ
た
事
例
が
あ
る
。

新
友
会
　
松
田
　
光
平

　

公
園
施
設
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
で
、
茶

臼
山
を
乗
り
物
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
楽
し

め
る
園
内
交
通
導
入
を
計
画
し
て
い
る
が
、

ゴ
ル
フ
カ
ー
ベ
ー
ス
の
電
磁
誘
導
式
自
動

運
転
シ
ャ
ト
ル
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

都
市
整
備
部
長　
現
在
、
移
動
手
段
と
し

て
小
型
の
乗
り
物
な
ど
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の

導
入
に
つ
い
て
研
究
に
着
手
し
た
。
ゴ
ル

フ
カ
ー
ベ
ー
ス
の
電
磁
誘
導
式
自
動
運
転

シ
ャ
ト
ル
は
、
小
回
り
が
利
き
、
坂
道
を

上
る
能
力
が
あ
り
、
移
動
手
段
の
候
補
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
他
都
市
の
事

例
や
専
門
的
な
知
見
な
ど
、
様
々
な
情
報

防災行政無線の情報を文字や
音声で確認でき、避難所の検
索や安否確認もできる「長野
市防災ナビ」

下記ＱＲコードから
「長野市防災ナビ」
を登録いただけます

人気のウォンバットを飼育する動物園は国内
で２園だけ。多くのファンが訪れている
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3月市議会定例会

　

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
、
市
の
さ
ら

な
る
支
援
が
必
要
で
は

こ
ど
も
未
来
部
長　
令
和
６
年
度
に
新
た

な
補
助
制
度
を
創
設
予
定
。
ま
た
、
運
営

団
体
向
け
に
、
講
座
の
開
催
や
相
談
窓
口

の
開
設
な
ど
の
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

共
産
党
　
阿
出
川
　
希

　

市
営
住
宅
の
住
み
替
え
の
状
況
は

建
設
部
長　
希
望
者
の
申
請
と
と
も
に
、

身
体
障
害
者
手
帳
や
診
断
書
の
内
容
確
認

を
行
い
、
適
当
と
判
断
さ
れ
れ
ば
通
常
募

集
で
申
し
込
む
。
令
和
２
年
度
か
ら
の
三

年
間
で
十
一
世
帯
が
希
望
し
、
六
世
帯
が

市
営
住
宅
内
で
住
み
替
え
、
二
世
帯
が
退

去
、
三
世
帯
が
継
続
入
居
し
て
い
る
。

　

市
内
小
・
中
学
校
で
ど
れ
だ
け
の
特

別
支
援
教
育
支
援
員
が
必
要
と
考
え
る
か

教
育
次
長　
支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

学
校
生
活
の
様
子
の
確
認
や
保
護
者
と
の

懇
談
に
よ
り
状
況
を
把
握
。
各
校
の
支
援

体
制
も
勘
案
し
、
判
断
し
て
い
る
。
支
援

に
あ
た
っ
て
は
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学

級
づ
く
り
や
分
か
り
や
す
い
授
業
づ
く
り
、

全
教
職
員
の
資
質
向
上
に
取
り
組
む
。
年

度
途
中
で
も
状
況
を
丁て

い

寧ね
い

に
把
握
し
、
配

置
転
換
な
ど
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

改
革
ネ
ッ
ト
　
東
方
み
ゆ
き

　

外
食
が
増
え
る
な
ど
食
の
環
境
が
変

わ
る
中
、
本
市
の
減
塩
の
取
り
組
み
は

保
健
所
長　
子
ど
も
の
薄
味
の
味
覚
を
育

て
る
支
援
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
ス

ー
パ
ー
と
共
同
で
、
食
塩
一
・
七
㌘
、
野

菜
百
二
十
㌘
の
シ
ン
・
し
ょ
う
が
焼
き
弁

当
を
開
発
し
、
ス
マ
ー
ト
ミ
ー
ル
認
証
を

取
得
。
ぜ
ひ
薄
味
を
体
験
し
て
ほ
し
い
。

※�

ス
マ
ー
ト
ミ
ー
ル
認
証
…
外
食
や
弁
当
の

一
食
の
中
で
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
が
そ

ろ
い
、
野
菜
が
豊
富
で
食
塩
の
取
り
過
ぎ

に
も
配
慮
し
た
食
事
（
ス
マ
ー
ト
ミ
ー

ル
）
を
提
供
し
て
い
る
店
舗
や
事
業
所
を
、

日
本
栄
養
改
善
学
会
等
が
認
証
す
る
制
度

の
こ
と
。

　

市
立
長
野
高
校
は
共
生
社
会
形
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は

教
育
長　
入
学
者
選
抜
で
の
合
理
的
配
慮

や
、
入
学
後
に
将
来
の
た
め
の
適
切
な
学

習
・
進
路
指
導
を
行
っ
た
事
例
が
あ
る
。

新
友
会
　
松
田
　
光
平

　

公
園
施
設
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
で
、
茶

臼
山
を
乗
り
物
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
楽
し

め
る
園
内
交
通
導
入
を
計
画
し
て
い
る
が
、

ゴ
ル
フ
カ
ー
ベ
ー
ス
の
電
磁
誘
導
式
自
動

運
転
シ
ャ
ト
ル
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

都
市
整
備
部
長　
現
在
、
移
動
手
段
と
し

て
小
型
の
乗
り
物
な
ど
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の

導
入
に
つ
い
て
研
究
に
着
手
し
た
。
ゴ
ル

フ
カ
ー
ベ
ー
ス
の
電
磁
誘
導
式
自
動
運
転

シ
ャ
ト
ル
は
、
小
回
り
が
利
き
、
坂
道
を

上
る
能
力
が
あ
り
、
移
動
手
段
の
候
補
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
他
都
市
の
事

例
や
専
門
的
な
知
見
な
ど
、
様
々
な
情
報

　
市
議
会
本
会
議
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
長
野

市
議
会
」
の
議
会
中
継
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
常

任
委
員
会
は
、
録
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
議
及
び
各
委
員
会
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
検
索

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

(

注)　

�

3
月
定
例
会
の
本
会
議
の
会
議
録
検
索

ヘ
の
ア
ッ
プ
は
、
６
月
上
旬
に
行
う
予

定
で
す
。

を
得
る
中
で
、
茶
臼
山
エ
リ
ア
を
快
適
に

楽
し
め
る
移
動
手
段
を
検
討
す
る
。

　

篠
ノ
井
駅
の
東
西
連
絡
自
由
通
路
に

あ
る
特
産
品
等
の
陳
列
ケ
ー
ス
を
、
篠
ノ

井
地
域
の
観
光
案
内
や
、
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル

セ
イ
ロ
の
応
援
等
に
使
う
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
変
更
可
能
か

商
工
観
光
部
長　
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

を
活
用
し
た
特
産
品
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、
地
域

の
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
を
行
う
こ
と

は
、
商
工
観
光
振
興
の
所
見
か
ら
も
有
効

な
手
段
。
設
置
費
用
、
広
告
収
入
の
あ
り

方
、
管
理
・
運
営
方
法
な
ど
の
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
商
工
会
議
所
や
関
係
部
局

な
ど
と
連
携
し
、
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

※�

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
…
屋
外
、
商
業
施

設
、
交
通
機
関
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
電
子
的
な
表
示
機

器
を
用
い
た
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
総
称
。

「
電
子
看
板
」
や
「
電
子
掲
示
板
」
と
も

呼
ば
れ
る
。

全面改善工事によりバリアフリー化を進めている
市営住宅返目団地

茶臼山の斜面に広がる人気の恐竜園
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ら
れ
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
強
み

を
生
か
し
た
情
報
発
信
や
魅
力
的
な
コ
ン

テ
ン
ツ
の
充
実
を
要
望
し
た
。

⃝

支
所
発
地
域
力
向
上
支
援
金
は
、
地
域

活
性
化
や
課
題
解
決
に
向
け
地
域
の
団
体

が
実
施
す
る
取
り
組
み
に
対
し
、
支
所
長

の
裁
量
に
よ
り
一
地
区
五
十
万
円
を
上
限

に
全
地
区
に
交
付
し
て
い
る
。
本
支
援
金

が
さ
ら
に
効
果
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
、
積

極
的
な
周
知
や
交
付
希
望
団
体
が
応
募
し

や
す
い
仕
組
み
の
検
討
を
要
望
し
た
。

⃝

本
市
で
は
、
年
間
二
万
三
千
件
を
超
え

る
救
急
需
要
に
対
応
し
て
い
る
が
、
搬
送

患
者
の
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減

の
た
め
、
全
て
の
救
急
車
に
複
数
の
救
急

救
命
士
を
配
置
で
き
る
よ
う
、
救
急
救
命

士
の
養
成
な
ど
、
救
急
体
制
の
強
化
に
つ

い
て
引
き
続
き
推
進
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

福
祉
環
境
委
員
会

⃝

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
推
進
に
つ

い
て
、
一
般
財
団
法
人
な
が
の
こ
ど
も
財

団
へ
事
業
を
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
職
員

体
制
の
強
化
等
を
図
る
た
め
に
、
様
々
な

人
材
を
活
用
し
た
人
員
配
置
、
新
た
に
従

事
す
る
職
員
へ
の
支
援
体
制
の
構
築
、
社

会
情
勢
を
考
慮
し
た
処
遇
改
善
の
検
討
な

ど
を
財
団
と
連
携
し
て
実
施
す
る
よ
う
要

望
し
た
。

⃝

精
神
保
健
相
談
支
援
に
つ
い
て
、
精
神

保
健
対
策
の
重
要
性
を
鑑
み
、
庁
内
の
関

係
部
局
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
外
部
の
機

関
と
も
連
携
し
、
早
期
に
相
談
窓
口
に
つ

な
げ
る
た
め
の
効
果
的
な
周
知
に
つ
い
て

要
望
し
た
。

⃝

家
庭
ご
み
の
分
別
収
集
対
策
に
つ
い
て
、

正
し
い
分
別
が
難
し
い
も
の
、
出
し
方
を

誤
る
と
火
災
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
た

め
、
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
分
別

方
法
を
早
期
に
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

⃝

請
願
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
全
員
賛
成

で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

⃝

継
続
審
査
中
の
請
願
第
十
八
号
に
つ
い

て
は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

経
済
文
教
委
員
会

⃝

ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
は
、
暑
さ
や
寒
さ
に

中
山
間
地
域
活
性
化
調
査

研
究
特
別
委
員
会

　
１
月
、
先
進
地
の
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

　
愛
知
県
岡
崎
市
で
農
村
型
地
域
運
営
組

織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

中
山
間
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
国
等
の

複
数
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
有
効
活
用
し
て

お
り
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

　
山
口
県
岩
国
市
で
は
、
集
落
支
援
員
に

つ
い
て
視
察
し
た
。
地
域
の
課
題
を
明
確

に
す
る
た
め
に
集
落
の
点
検
を
行
い
、
課

題
の
解
決
に
向
け
て
中
心
的
な
役
割
を
担

う
支
援
員
の
活
動
は
本
市
の
参
考
に
な
る
。

　
岡
山
県
で
は
、
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
事
業
へ
の

県
や
市
の
関
わ
り
と
地
域
運
営
組
織
の
吉

縁
起
村
協
議
会
を
視
察
し
た
。
住
民
自
ら

が
地
区
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
地
域

資
源
を
有
効
活
用
し
て
地
域
お
こ
し
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
に
可
能
性
を
感
じ
た
。

　
視
察
で
得
た
内
容
も
本
市
の
施
策
の
検

討
の
中
で
反
映
し
て
い
く
。

　
２
月
、
３
月
に
は
委
員
会
で
、
視
察
の

振
り
返
り
と
、
本
市
に
お
け
る
中
山
間
地

域
の
人
的
支
援
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
中

山
間
地
域
に
お
い
て
担
い
手
の
不
足
が
深

刻
な
状
況
に
あ
り
、
具
体
的
な
施
策
を
今

後
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

公
共
交
通
対
策
調
査
研
究

特
別
委
員
会

　
１
月
19
日
に
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業

れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
を
要
望
し
た
。

⃝

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
住
宅
耐
震
化
促
進
の
た
め
の
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
当
該
補
助
金
の
情
報

を
掲
載
す
る
な
ど
、
市
民
へ
の
効
果
的
な

周
知
を
行
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
よ
り
一
層
進
め
る
よ
う
要
望
し
た
。

⃝

市
で
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
配
水
支
管
の
劣

化
予
測
診
断
を
導
入
し
、
老
朽
管
の
効
率

的
な
解
消
を
図
り
、
併
せ
て
耐
震
化
も
行

う
。
災
害
に
備
え
た
対
策
に
も
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
新
し
い
技
術

の
活
用
と
さ
ら
な
る
事
業
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
要
望
し
た
。
ま
た
、
国
に
よ
る
持

続
的
か
つ
安
定
的
な
財
政
支
援
を
、
引
き

続
き
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
し
た
。

⃝

市
民
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
建
設

業
の
労
働
環
境
整
備
は
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
担
い
手
不
足
の
改
善
に
向
け
た
建

設
業
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
要
望
し
た
。

総
務
委
員
会

⃝

本
市
で
は
、
情
報
を
発
信
す
る
手
段
の

一
つ
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
情
報

の
閲
覧
や
動
画
の
視
聴
が
で
き
る
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
フ
ォ
ロ
ワ

ー
数
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
か

ら
の
情
報
を
適
時
適
切
に
市
民
等
に
届
け

比
較
的
強
い
、
収
穫
は
高
所
作
業
を
必
要

と
せ
ず
、
傾
斜
地
で
も
栽
培
し
や
す
い
上

に
収
穫
期
間
を
調
整
し
や
す
い
、
加
工
に

よ
り
価
値
が
上
が
る
等
の
特
徴
が
あ
り
、

市
内
で
の
栽
培
が
拡
大
し
て
い
る
。
市
は
、

令
和
６
年
度
に
試
験
圃
場
を
確
保
し
、
栽

培
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
行
い
つ
つ
、
栽
培
面

積
の
拡
大
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
苗
木
の

購
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
と
の

こ
と
。
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
の
振
興
に
よ
り
、

中
山
間
地
域
の
耕
作
放
棄
地
の
発
生
抑
制
、

副
業
と
し
て
の
栽
培
、
加
工
品
製
造
に
よ

る
地
域
振
興
等
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

栽
培
に
関
す
る
情
報
提
供
や
試
験
圃
場
に

お
け
る
栽
培
デ
ー
タ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

⃝
野
外
彫
刻
な
が
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ

い
て
、
多
く
の
野
外
彫
刻
に
触
れ
る
こ
と

は
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
な
が
る
た
め
、

公
共
施
設
等
を
新
た
に
建
設
す
る
際
に
、

野
外
彫
刻
も
併
せ
て
設
置
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

⃝

請
願
第
二
号
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

建
設
企
業
委
員
会

⃝

長
野
駅
前
Ｂ

−

１
地
区
市
街
地
再
開
発

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
様
々
な
機
会

を
捉
え
て
事
業
の
目
的
や
必
要
性
を
丁て
い

寧ね
い

に
説
明
す
る
な
ど
、
市
民
の
理
解
を
得
ら

常任委員会のうごき常任委員会のうごき審議結果については、４・５
頁の審議結果一覧を併せて参
照ください。

長野市消防団との意見交換会（令和６年１月）
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中
山
間
地
域
活
性
化
調
査

研
究
特
別
委
員
会

　
１
月
、
先
進
地
の
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

　
愛
知
県
岡
崎
市
で
農
村
型
地
域
運
営
組

織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

中
山
間
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
国
等
の

複
数
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
有
効
活
用
し
て

お
り
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

　
山
口
県
岩
国
市
で
は
、
集
落
支
援
員
に

つ
い
て
視
察
し
た
。
地
域
の
課
題
を
明
確

に
す
る
た
め
に
集
落
の
点
検
を
行
い
、
課

題
の
解
決
に
向
け
て
中
心
的
な
役
割
を
担

う
支
援
員
の
活
動
は
本
市
の
参
考
に
な
る
。

　
岡
山
県
で
は
、
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
事
業
へ
の

県
や
市
の
関
わ
り
と
地
域
運
営
組
織
の
吉

縁
起
村
協
議
会
を
視
察
し
た
。
住
民
自
ら

が
地
区
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
地
域

資
源
を
有
効
活
用
し
て
地
域
お
こ
し
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
に
可
能
性
を
感
じ
た
。

　
視
察
で
得
た
内
容
も
本
市
の
施
策
の
検

討
の
中
で
反
映
し
て
い
く
。

　
２
月
、
３
月
に
は
委
員
会
で
、
視
察
の

振
り
返
り
と
、
本
市
に
お
け
る
中
山
間
地

域
の
人
的
支
援
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
中

山
間
地
域
に
お
い
て
担
い
手
の
不
足
が
深

刻
な
状
況
に
あ
り
、
具
体
的
な
施
策
を
今

後
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

公
共
交
通
対
策
調
査
研
究

特
別
委
員
会

　
１
月
19
日
に
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業

者
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
利
用

者
減
少
や
運
転
手
不
足
の
現
況
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
各
事
業
者
の
取
り
組
み
を
聴
き
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
す
る
た
め
に
で

き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
１
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
、
公
共
交
通

に
関
す
る
三
市
の
取
り
組
み
を
視
察
し
た
。

栃
木
県
宇
都
宮
市
で
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
中
心

に
鉄
道
、
バ
ス
、
地
域
内
交
通
の
交
通
手

段
が
整
備
さ
れ
、
総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
滋
賀
県
守

山
市
で
は
、
バ
ス
路
線
の
維
持
と
交
通
弱

者
支
援
の
た
め
に
、
路
線
バ
ス
を
補
完
す

る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
、
利
用

要
件
を
設
け
て
運
行
さ
れ
て
い
た
。
富
山

県
高
岡
市
の
中
田
地
区
で
は
、
住
民
が
マ

イ
カ
ー
で
住
民
を
運
ぶ
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で

あ
る
ノ
ッ
カ
ル
中
田
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
３
月
の
委
員
会
で
は
、
屋
代
須
坂
線
の

見
直
し
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
参
考
人
を

招
い
て
公
共
交
通
に
関
す
る
法
律
等
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
た
。
視
察
し
た
内
容

等
を
参
考
に
、
さ
ら
に
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

水
道
事
業
広
域
化
調
査
研
究

特
別
委
員
会

　
１
月
の
行
政
視
察
で
は
、
水
道
広
域
化

の
事
例
を
視
察
し
た
。

　
広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業
団
に
お
い

て
は
、
今
後
の
料
金
改
定
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
の
、
単
独
経
営
と
比
較
し
て
も
料

金
上
昇
を
抑
制
で
き
る
事
業
を
行
っ
て
い

た
。

　
千
葉
県
の
か
ず
さ
水
道
広
域
連
合
企
業

団
で
は
、
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
て
お
り
、

現
在
百
あ
る
施
設
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

老
朽
管
更
新
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
下
回

っ
て
い
る
も
の
の
、
統
合
前
を
上
回
る
更

新
を
維
持
で
き
て
い
た
。

　
群
馬
東
部
水
道
企
業
団
に
お
い
て
は
、

官
民
連
携
の
推
進
か
ら
、
出
資
会
社
を
設

立
し
て
い
る
。
水
道
の
管
理
業
務
や
料
金

徴
収
な
ど
行
い
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
た
。

　
３
月
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、

「
任
意
協
議
会
に
つ
い
て
」
の
調
査
を
行

い
、
４
月
以
降
に
設
立
予
定
の
水
道
事
業

の
統
合
を
目
的
と
し
た
任
意
協
議
会
に
つ

い
て
質
疑
、
要
望
を
行
っ
た
。
今
後
も
、

将
来
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
く
。

子
育
ち
支
援
調
査
研
究

特
別
委
員
会

　
１
月
に
は
、
県
外
へ
の
行
政
視
察
を
行

っ
た
。

　
岐
阜
県
大
垣
市
で
は
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
へ
の
支
援
や
、
学
び
の
多
様
化
学
校

（
い
わ
ゆ
る
不
登
校
特
例
校
）
と
の
連
携

協
定
等
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　
大
阪
府
門
真
市
で
は
、
行
政
と
企
業
が

公
民
連
携
で
つ
く
り
あ
げ
た
行
政
直
営
の

子
ど
も
の
居
場
所
「
子
ど
も
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｂ

Ｙ
」
を
現
地
視
察
し
た
。

　
東
京
都
文
京
区
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の

連
携
や
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
不
登
校

児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て
調
査

し
た
。

　
２
月
に
は
、
市
内
で
八
カ
所
目
と
な
る

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｄ
（
サ
サ
ラ
ン
ド
）」
を
視
察
し
、
施
設

の
概
要
や
令
和
６
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
へ

向
け
て
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
３
月
定
例
会
中
に
開
催
し
た
委
員
会
で

は
、
本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支

援
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

調
査
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
視

察
の
振
り
返
り
を
し
、
行
政
視
察
等
報
告

書
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

市内バス・タクシー事業者との意見交換会
（令和６年１月）

特 員 う別 会 ご委 の き
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長野市議会

編

集

後

記

6
月
市
議
会
定
例
会
　
会
議
予
定

６
月
13
日
㈭　

本
会
議（
会
期
の
決
定
／
議
案
上
程
）

　
　

14
日
㈮
～
18
日
㈫　

休
会

　
　

19
日
㈬　

本
会
議（
一
般
質
問〈
個
人
〉）

　
　

20
日
㈭　

本
会
議（
一
般
質
問〈
個
人
〉）

　
　

21
日
㈮　

本
会
議（
一
般
質
問〈
個
人
〉／

　
　
　
　
　
　

議
案
質
疑
等
）

　
　

22
日
㈯
・
23
日
㈰　

休
会

　
　

24
日
㈪　

委
員
会（
福
祉
環
境
・
建
設
企
業
）

　
　

25
日
㈫　

委
員
会（
総
務
・
経
済
文
教
）

　
　

26
日
㈬
・
27
日
㈭　

休
会

　
　

28
日
㈮　

本
会
議（
採
決
）

　

長
野
市
議
会
で
は
、
市
民
に
関
心
を
も

っ
て
も
ら
え
る
議
会
を
め
ざ
し
、
議
会
活

性
化
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
報
編
集
委
員
会
に
お
い
て
も
、

読
み
や
す
く
、
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙

を
め
ざ
し
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
次
号
か
ら
一
部
紙
面

構
成
を
変
更
す
る
予
定
で
す
。
ご
意
見
・

ご
感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
議

会
だ
よ
り
は
進
化
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

�

日
程
案
は
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�「
請
願
」「
陳
情
」
を
希
望
す
る
人
は
開
会
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�

傍
聴
は
開
催
当
日
、
次
の
と
こ
ろ
で
受
け
付
け

ま
す
。

　

・
本
会
議
…
第
一
庁
舎
８
階
（
傍
聴
席
入
口
）

　

・
委
員
会
…
第
一
庁
舎
７
階
（
議
会
事
務
局
）

�

乳
幼
児
一
時
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
を
希

望
す
る
対
象
保
育
所
等
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
手
話
通
訳
及
び
要
約
筆
記
サ
ー
ビ
ス

は
、
傍
聴
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
議
会
事
務

局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
い
ず
れ
も
無

料
）

長野市議会ホームページ
https://www.city.nagano.nagano.jp/shigikai/index.html
E‐mail：gikai@city.nagano.lg.jp

　去る３月22日、９回目となる長野市子ど
も議会が本会議場で開催され、小・中学生
と高校生18名が、学校などでの活動を通し
て感じた意見や提案を発表し、教育や観光、
まちづくりといった様々な分野にわたって、
理事者と論議を交わしました。ここでは、
主な発表内容を紹介します。

令和5年度
長野市
子ども議会
を開催

商�工観光部長：スタンプラリーは、年齢を問わず楽しみながらお店を
巡るきっかけとなり、商店街周辺の駐車場を利用してもらうことで、
多くの皆さんが参加できる非常に効果的な方法。市では令和５年度
から、長野市のラーメンやラーメン文化の魅力を「ながのラーメン
物語」としてまとめ、発信している。今後も、ラーメンを長野市の
新たな観光の切り口として、その魅力を国内外へ広くPRしていき、
権堂商店街のみならず、市全体の魅力向上につなげていきたい。

商�工観光部長：外国人を含む多くの方に長野市を訪れてもらうために
は、歴史や文化、自然や名産品などの魅力を、より広く発信するこ
とが重要で、観光列車を走らせることは、話題性の点からも非常に
有効。運行には鉄道会社や沿線市町村、地域の皆様の協力が必要と
なるが、今後、関係者の協力で実現できることとなった場合には、
乗客に素敵な旅を楽しんでもらえるよう、SNSなどを活用しなが
ら広く発信していく。その際には、皆さんにもPRポスターの作成
などで協力をお願いしたい。

市�長：市内で空き家の増加が問題となっており、空き家の活用と身近
な子どもの居場所を増やすという２つの効果を生む取り組みとして、
有効な手法の一つと考える。一方で、建物の安全性や適切に管理す
る人の確保などの課題もあり、その解決方法も考える必要がある。
子どもの居場所については、今後ますます必要性が高まっていくと
考えており、提案を踏まえ、子どもや若者が様々な人たちと気軽に
交流し、多様な体験ができる身近な居場所づくりを支援していく。

教�育次長：市では子ども情報誌「ホリデー」で、やしょうま作りの講
座や伝統技術の体験講座をお知らせしている。令和５年度に実施し
た「みらいハッ！ケン」プロジェクトでも、おやき作りや草木染め
友禅の体験プログラムを用意した。今後も、関心をもってくれる人
を増やし、講座等に積極的に参加してもらえるよう、開催情報を集
めるとともに、文化財のサイトに情報コーナーを設け、皆さんが使
うタブレットでも見られるようにするなど、わかりやすい情報発信
について検討していきたい。

市�長：誰もが活躍できるまちづくりを進めていくためには、未来ある
若い人たちの声を積極的に取り入れていくことが大事で、若い人た
ちには、生まれ育ったこのまちに愛着をもって、市と一緒になって
まちづくりに関わってほしい。皆さんが行政と懇談、議論する場と
して、「みどりの移動市長室」や「長野市子ども議会」があるが、
私もより多くの学校を訪問し、児童・生徒の皆さんの声を直接聞き
たいと考えている。未来をつくる皆さんを大切に守り、皆さんの夢
が輝くよう全力で応援したい。

権堂商店街を元気にするために、ラーメン店を巡るス
タンプラリーや駐車場の整備等、ラーメンを切り口と
した取り組みを行うことで、商店街がにぎわうきっか
けにしてはどうか。
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長野市には多くの伝統工芸品や郷土料理があり、大切
に受け継いでいかなければいけない。私たち若者が、
それらを受け継ぐ機会に参加しやすくなるような計画
や情報発信の工夫をしてはどうか。

小
学
校

６
年
生

中
学
校

2
年
生

中
学
校

2
年
生

高
校

1
年
生

観光客を増やし、地域活性化につなげるため、市内の
観光地や特産品の魅力を体感できる観光列車を走らせ
てみてはどうか。観光列車を中心に、県外や海外の方
に長野市の魅力をPRできる取り組みを。

もっと身近に、子どもが気軽に通える施設や子ども同
士が交流できる場所、子どもが成長できる環境づくり
が必要。市内の空き家をリノベーションし、子どもの
居場所としてはどうか。

私たちが市長や行政の方々と懇談し、議論できる機会
をつくってほしい。行政の仕組みをより深く理解した
り、私たちがやるべきことや行政にお願いしたいこと
等がより明確になったりすると考える。
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